
　

認
知
症
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
や
す
ら
ぎ
支
援
員
」
が
、
認

知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
に
代

わ
っ
て
見
守
り
や
話
し
相
手
を
し
ま
す
。

介
護
疲
れ
に
よ
る
休
息
が
必
要
な
場
合

や
、
外
出
時
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
身
体
介
護
を
常
時
必
要
と
し
な
い
認

知
症
高
齢
者
を
、
同
居
ま
た
は
近
く
に
住

み
な
が
ら
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族　

料
30
分
当
た
り
１
０
０
円
（
１
カ
月
20

時
間
以
内
） 　

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢

社
会
課

（
０
８
５
７
）
20
ー

３
４
５
３

／
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
（
31
ペ
ー
ジ

参
照
）

　

一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
な
ど
で
、
本
人

ま
た
は
介
護
者
が
ケ

ガ
や
病
気
な
ど
に
な

り
、
生
活
に
一
時
的

な
支
援
が
生
じ
る
場

合
は
、
家
事
援
助
員

を
派
遣
し
、
簡
易
な
日
常
生
活
の
援
助

（
炊
事
・
洗
濯
・
掃
除
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

対
虚
弱
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

料
30
分
当
た
り
８
０
円
（
１
カ
月
11
時

間
以
内
）　

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢
社

会
課

（
０
８
５
７
）
20
ー

３
４
５
３
／

各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
（
31
ペ
ー
ジ
参

照
）

　

認
知
症
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
対

す
る
理
解
者
や
協
力
者
を
増
や
し
て
い

く
た
め
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
出
前
開
催
し
て
い
ま
す
。

条
受
講
会
場
を
確
保
し
、
10
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
※

受
講
料
は
無
料　

問
市
役
所
駅
南
庁
舎

鳥
取
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
０
８
５
７
）20
ー

３
４
５
６
／
鳥
取
南
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
０
８
５
８
）76

ー

２
３
５
１
／
鳥
取
西
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
０
８
５
７
）82
ー

６
５
７
１

　
「
新
元
気
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
子
育
て

支
援
を
推
進
す
る
た

め
、
一
緒
に
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

容
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど

の
普
及
・
子
育
て
に
関
す
る
情
報
マ
ッ

プ
の
作
成
な
ど　

対
市
内
在
住
で
、
子

育
て
支
援
に
関
心
が
あ
り
、
平
日
昼
間
の

活
動
に
参
加
で
き
る
人　

募
９
月
20
日

（
木
）ま
で
／
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
、
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

問
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
富
安
二
丁

目
）
（
０
８
５
７
）20
ー

３
１
９
６
・

（
０
８
５
７
）20
ー

３
１
９
９

　　

平
成
18
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
た
、

重
要
文
化
財
樗
谿
神
社
の
唐か
ら
も
ん門

お
よ
び

拝は
い
で
ん殿
・
幣へ
い
で
ん殿
の
屋
根
の
修
理
が
完
了
し

た
の
で
、一
般
公
開
し
ま
す
。
当
日
は
、

工
事
用
足
場
に
上
り
、
匠
の
技
の
粋
を

間
近
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※

申
し
込
み
不
要
、
直
接
現
地
へ

時
９
月
９
日
（
日
）
13
：
00
〜
15
：
00

※
雨
天
決
行　

所
樗
谿
神
社 

唐
門
お

よ
び
拝
殿
・
幣
殿　

料
無
料　

問
市

役
所
本
庁
舎
文
化
財
課
（
０
８
５
７
）

20
ー

３
３
６
７

　

10
月
１
日
、
国
民
の
就
業
・
不
就
業
の

実
態
を
調
べ
る
た
め
、
就
業
構
造
基
本
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
で
得
ら
れ

た
情
報
は
、
雇
用
・
失
業
対
策
な
ど
の
指

標
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
の
対
象

と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
９
月
下
旬
か
ら
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。　

問
市
役
所
本
庁
舎
総

務
課

（
０
８
５
７
）20
ー

３
１
５
６
／
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課（
31
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
「
第
14
回
大
伴
家
持
大
賞
」
の
入
賞
作

品
を
、
選
者
の
先
生
の
講
評
を
交
え
な

が
ら
発
表
し
ま
す
。

時
９
月
24
日（
月
・
振
）15
：
00
〜
16
：
30

（
開
場
＝
14
：
30
）　

所
さ
ざ
ん
か
会
館

（
富
安
二
丁
目
）　 

容
大
伴
家
持
大
賞
ほ

か
入
選
者
の
発
表
／
選
者
：
佐
佐
木
幸

綱
さ
ん
（
歌
人
、
早
稲
田
大
学
教
授
）

ほ
か
４
人　

問
国
府
町
総
合
支
所
地
域

振
興
課

（
０
８
５
７
）39
ー

０
５
５
５

　

安
心
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
活
動
中
（
無

報
酬
で
日
帰
り
の
活
動
）
に
傷
害
を
受

け
た
場
合
や
、
他
人
に
損
害
を
与
え
た

場
合
に
対
象
と
な
る
保
険
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
な
お
、
団
体
、
個
人
と
も

保
険
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前
登
録
が

必
要
で
す
。

■
対
象
と
な
る
主
な
活
動

第
14
回
大
伴
家
持
大
賞
審
査
発
表
会

就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

市
民
活
動
等
保
険
制
度

保
存
修
理
工
事
が
完
了
し
た

樗お
う
ち
だ
に谿

神
社
の
一
般
公
開

認
知
症
高
齢
者
家
族
や
す
ら
ぎ

支
援
員
派
遣
サ
ー
ビ
ス

応
急
軽
度
家
事
援
助
事
業

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

「
子
育
て
応
援
隊
」メ
ン
バ
ー
募
集

In
fo
rm
a
tio
n

In
fo
rm
a
tio
n

情報ひろば

福　祉

お知らせ
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▽
道
路
や
公
園
な
ど
公
共
施
設
な
ど
の

環
境
整
備
活
動　

▽
防
火
、防
災
、防
犯
、

交
通
安
全
、
青
少
年
愛
護
の
た
め
の
活

動　

▽
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
に
対
す

る
介
護
、
援
護
等
の
活
動　

▽
鳥
取
市

の
事
業
に
協
力
す
る
活
動
な
ど　

問
鳥

取
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー

（
０
８
５
７
）
29
ー

２
２
２
８

時
９
月
24
日（
月
・
振
）7
：
50
〜
16
：
40

容
鳥
取
駅
《
集
合
》　　

列
車 　
　

智
頭

駅

～

豊
乗
寺
〜
あ
た
ご
公
園
〜 
智
頭
街

道
園
〜
光
専
寺
〜
諏
訪
神
社
〜
杉
神
社

〜
智
頭
駅　
　

列
車　

  

鳥
取
駅
《
解
散
》

（
歩
行
距
離
約
９
・
５
㌖
）
　

料
１
１
４
０

円（
交
通
費
）※
弁
当
や
水
筒
、
雨
具
は
各

自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
問
歩
こ
う
会

事
務
局

（
０
８
５
７
）
23

－

７
９
３
０

　

鳥
取
市
で
は
、
U
J
I
タ
ー
ン
希
望

者
を
対
象
に
、
空
き
家
を
活
用
し
た
定

住
を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
に
空
き
家

を
所
有
し
て
い
る
人
か
ら
、
賃
貸
・
売

買
が
可
能
な
空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
、
U
J
I
タ
ー
ン
希
望
者
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
市
役
所
本
庁
舎
地
域
振
興
室

（
０

８
５
７
）20
ー

３
１
８
４

時
９
月
29
日
（
土
）10
：
00
〜
16
：
00　

所
鳥
取
環
境
大
学（
若
葉
台
北
一
丁
目
）

内
体
験
授
業
、
学
長
ミ
ニ
講
義
、
研
究

室
公
開
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
ツ
ア
ー
、
環

境
測
定
体
験
、
進
学
相
談
、
在
学
生
と
語

ろ
う
コ
ー
ナ
ー
、
学
食
体
験
、
な
ど　

※

申
込
不
要
・
入
退
場
自
由
で
す
。
※
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
、当
日
９
：
30
〜
15
：
30

ま
で
J
R
鳥
取
駅
南
口
か
ら
30
分
間
隔
で

運
行
。　

問
鳥
取
環
境
大
学
入
試
広
報
課
（
０
８

５
７
）
38
ー

６
７
２
０

鳥
取
市
ス
ポ
レ
ク
祭
記
念
行
事

　

歩
こ
う
会
９
月
定
例
会

★と　き　9月16日（日）から毎週日曜日
　10：30～ 12：00（全 15回）

★ところ　鳥取市国際交流プラザ（湖山町西一丁目）
★講　師　姜

ジャン

 紅
ホンメイ

梅 さん（鳥取市国際交流員）
★定　員　30人
★受講料　無料（教材費は自己負担）

中国語入門講座受講生募集
国際交流プラザ

問い合わせ先  鳥取市国際交流プラザ
　　（0857）31-3253

空
き
家
情
報
を
提
供
く
だ
さ
い

鳥
取
環
境
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■凡例
対＝対象　容＝内容　時＝日時　募＝募集期間・方法　
所＝場所　員＝定員　数＝数量　料＝料金　額＝支給・
助成額など　受＝受付　条＝条件　持＝持参するもの　
問＝問い合わせ先

問い合わせ先　
市役所駅南庁舎保険年金課 （0857）20－3482

医療にかかる負担を
少なくするために
　医療費が毎年増え続けている理由とし
て、医療の高度化、治療期間の長い生活
習慣病などの増加などが挙げられます。
　国民健康保険（国保）の加入者のみなさんの医療費は、
納めていただいた保険料などでまかなわれています。医療
費が増えれば、みなさんが医療機関で支払う負担額が増え
るばかりでなく、保険料も高くなります。
　ふだんから健康に気を配るとともに、次の点に心がけま
しょう。

▽重複受診は避ける　

▽できるだけ診療時間内に受診する　

▽必要以上の薬を求めない　

▽できるだけジェネリック（後発）医薬品の処方を依頼する

▽早期発見・早期治療のため、定期的に健康診断を受ける

▽かかりつけ医に日ごろから相談する

　　  種 類

 日 付
可燃ごみ 古 紙 類 ペットボトル

食品トレー
プラスチック
資源ごみ
小型破砕ごみ

9月 17日
（月）
敬老の日

収集します 収集します

収集します 収集します

9月 24日
（月）
秋分の日の
振替休日

9月26日（水）
に振り替えて
収集します

収集しません

※朝８時までに必ず出してください。

9月祝日のごみ収集　〈鳥取地域〉

※合併地域については支所だよりをご覧になるか、各総合支所
　市民生活課へおたずねください。

10月第1週は乾電池・蛍光管の
収集月です　鳥取地域
　10月は鳥取地域の「乾電池等」の収集月です。ほかのご
みと区別し、乾電池と蛍光管を別々に透明または半透明の袋
に入れ、10月1日（月）～ 5日（金）の「小型破砕ごみの収
集日」にごみステーションに出してください。特に蛍光管は
購入時のケースに入れるなどして壊れない
ようにしてください。
※合併地域については支所だよりをご覧になるか、
　各総合支所　市民生活課へおたずねください。

野焼きは犯罪です！
　野外でごみを焼く「野焼き」は、あぜ草や稲わらなどを焼
く農林業に伴うものや「とんど焼き」などの風俗慣習上の行
事などを除いて、法律で禁止されています。違反すると、5
年以下の懲役または 1000 万円以下の罰金が科せられます。
　なお、例外的に認められている農林業などに伴う野焼きも、
近隣住民の生活に支障を与え、苦情が出た場合は行政指導な
どの対象となります。

問い合わせ先　
市役所本庁舎生活環境課 （0857）　20－3217
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